
藝
癬
滞
鰭
団
ゼ
与
動

多
摩
消
防
団
長

松

澤

忠

志

「
広

報
誌

発
刊

に
あ
た

り
」

日
頃
よ
り
、
消
防
団
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
各
町

会
、
自
治
会
の
皆
様
に
は
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
度
、
多
摩
消
防
団
の
広
報
誌
の
発
刊
に
よ

り
、
地
域
の
皆
様
に
消
防
団
が
よ
り
身
近
な
存
在

に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

昨
年
は
お
陰
様
で
当
多
摩
地
区
で
は
大
き
な
災

害
も
な
く
、
火
災
も

一
昨
年
よ
り
多
少
で
す
が
少

な
く
な
り
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
地
域
の
皆
様
方
の

防
災
に
対
す
る
ご
理
解
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
秋
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
、

前
団
長
井
上
昭

一
様
が
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
瑞
費
雙
光
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
井
上
様
の
栄
誉
に
と
ど
ま
ら

ず
、
私
た
ち
多
摩
消
防
団
団
員
と
し
ま
し
て
も
誇

り
で
あ
り
、
心
か
ら
お
祝
い
を
中
し
上
げ
ま
す
。

井
上
様
の
今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
署
長

田
中

輝

夫

「
消
防

団
だ

よ

り

の
創

刊

に
よ

せ

て
」

多
摩
消
防
団
だ
よ
り
の
創
刊
ま
こ
と
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昼
夜
を
問
わ
ず
火
災
を
は
じ

め
と
す
る
災
害
活
動
に
従
事
す
る
消
防
団
員
の
熱

い
思
い
が
、
消
防
団
だ
よ
り
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
な

っ
て
地
域
の
方
々
に
伝
わ
り
、
消
防
団
と

地
域
住
民
の
か
け
橋
に
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

消
防
団
員
は
、
市
民
の
生
命

。
身
体
及
び
財
産

を
災
害
か
ら
守
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
感
と
郷
土

愛
に
燃
え
、
防
災
活
動
の
第

一
線
に
立

つ
身
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
消
防
団
員
の
様
々
な
活
動
を
通
じ

た
経
験
談
や
苦
労
話
は
、
地
域
に
お
け
る
防
火

・

防
災
に
大
い
に
役
立

つ
も
の
に
な
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
、
消
防
団
だ
よ
り
が
多
く
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
防
火
意
識
の
高
揚
に
寄
与
し
、
地
域
防
災

の
礎
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
摩
消
防

団
の
今
後
の
御
発
展
と
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
創
刊
に
あ
た

つ
て
の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

平
成
十
八
年
多
摩
地
区
消
防
出
初
式

一
月
七
日
午
後
、
多
摩
消
防
団
と
多
摩
消
防
署

が
主
催
し
た
平
成
十
八
年
多
摩
地
区
消
防
出
初
式

が
生
田
浄
水
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
消
防
関
係
者
を
は
じ

め
多
く
の
区
民
が
来
場
し
ま
し
た
。
式
典
に
続
い

て
長
尾
子
ど
も
太
鼓
、
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
等
の
演

技
と

一
斉
放
水
が
あ
り
、
華
や
か
な
出
初
式
と
な

り
ま
し
た
。

創 刊 号

消防団のマーク
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消
防

団

と

は

消
防
団
は
長
い
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
郷

土
の
防
人

（さ
き
も
り
）
と
し
て
、
水
火
災

等
の
災
害
か
ら
、
国
民
の
生
命

。
身
体

・
財

産
を
守
る
た
め
、
身
を
挺
し
て
防
災
活
動
に

従
事
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
が
組
織
化
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
時
代

に
さ
か
の
ぼ
り
、
江
戸
城
や
武
家
屋
敷
重
点

の
消
防
か
ら
町
家
、
町
内
の

「町
火
消
」
と

し
て
南
町
奉
行
大
岡
越
前
守
に
よ
り

「
い
ろ

は
」
四
十
人
組
が
作
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。戦
後
、
昭
和
２
２
年
勅
令
に
よ
り

「消
防

団
令
」
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の

「消
防
団
」

と
な
り
ま
し
た
。

地
方
公
務
員
法
第
３
条
に
特
別
職
と
し
て

明
記
さ
れ
、
消
防
組
織
法
に
消
防
団
員
の
最

高
責
任
者
は
、
市
町
村
長
で
、
組
織
の

一
切

を
と
り
し
き
り
、
そ
の
権
限
が
消
防
団
長
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

郷
土
や
住
民
を
守
る
消
防
団
員

消
防
団
は
、
厳
格
な
階
級
制
度
で
全
国
統

一
さ
れ
て
お
り
、
団
長
、
副
団
長
、
分
団

長
、
副
分
団
長
、
部
長
、
班
長
、
団
員
の
７

階
級
に
分
け
ら
れ
、
厳
正
な
規
律
と
秩
序
の

維
持
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
織
的
に
は
自
治
体
消
防
と
な
り
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
市
町
村
長
が
消
防
を
十
分
果

た
す
べ
き
責
任
と
管
理
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
町
村
長
の
下
に
消
防
団
、
そ

の
下
に
消
防
分
団
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

多
摩
区
で
は
１
団
２
分
団
９
班
が
あ
り
総

員
１
５
９
名
の
団
員
が
地
域
の
防
人
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

ず

い

ほ
う

そ
う

）
うヽ

し
よ
う

前
多
摩
消
防
団
長
井
上
昭

一
氏
叙
勲

瑞
費
雙
光
章

平
成
十
七
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
井
上
昭

一
氏
が
永
年
の
消
防
団
活
動
の
功
績
を
認
め
ら

れ
、
瑞
費
雙
光
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「叙
勲

に
あ
た
り
」

井
上
昭

一

多
摩
消
防
団
発
足
以
来
初
め
て
の
機
関
誌
の
発
行
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
不
肖
私
儀
、
昨
年
二
月
二
十

一
日
で
退
団
し
、
早
や
十

一
ヶ
月
、
平

成
十
七
年
秋
、
は
か
ら
ず
も
叙
勲
の
栄
に
浴
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
松
澤
団
長
さ
ん
を
始
め
、
団
員
の
皆
様
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
歴

代
の
多
摩
消
防
署
長
さ
ん
、
職
員
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
位
の
ご
指

導
、
ご
支
援
の
お
陰
と
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

然
し
な
が
ら
、
私
個
人
の
叙
勲
で
な
く
て
、
多
摩
消
防
団
が

一
致
団
結
し

て
の
活
動
に
対
す
る
叙
勲
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

十

一
月
九
日
、
日
本
消
防
協
会
会
館
に
お
い
て
伝
達
式
後
、
皇
居
に
参
内

し
、
天
皇
陛
下
か
ら
受
賞
者

一
同
に
、
ね
ぎ
ら
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

喜
び
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
感
激
を
私
の
生
涯
の
宝
と
し
て
、
余
生
を
全
う
し
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

ふ
り
返
つ
て
み
ま
す
と
、
私
が
入
団
し
た
昭
和
四
十
三
年
は
高
津
消
防
団

か
ら
稲
田
消
防
団
と
し
て
、
分
離
独
立
し
た
年
で
、
初
代
団
長
は
故
人
と
な

ら
れ
た
、
上
原
幸
次
郎
氏
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
上
原
団
長
さ
ん
が
退
団
さ
れ
、
浅
学
非
才
の
私
が
第
二
代
団
長
に

就
任
し
、
悔
の
な
い
団
活
動
に
挺
身
で
き
ま
し
た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
関
係

各
位
の
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

結
び
に
当
た
り
地
域
の
安
寧
と
多
摩
消
防
団
が
機
関
誌
発
行
を
機
に
活
動

が
よ
り

一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
い
、
併
せ
て
関
係
各
位
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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各
分

団

の
紹
介

多
摩
消
防
団

稲
田
分
団

分
団
長

〓
一平

　

等

広
報
誌
発
刊
に
際
し
て
、
稲
田
分
団

の
紹
介
を
致
し
ま
す
。

地
域
的
に
は
菅
、
中
野
島
、
登
戸
、

宿
河
原
、
堰
、
長
尾
の
各
町
会
で
す
。

分
団
、
各
班
員
全
員
で
九
十
五
名
の
構

成
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
、
火
災
予
防
運

動
、
水
防
訓
練
、
地
域
防
災
、
花
火
警

備
、
操
法
大
会
、
総
合
訓
練
、
消
防
出

初
式
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
真
剣
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
火
災
の
消
火

活
動
は
勿
論
の
こ
と
、
災
害
に
対
し
て

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま

た
全
分
団
員
が
普
通
救
命
講
習
会
を
受

講
し
市
民
救
命
士
に
な
る
他
、
毎
月
二

回
消
防
訓
練
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
員
は
言
う
ま
で
な
く
、
本
業

を
も
ち
な
が
ら
、
地
域
の
人
達
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
奉
仕
の
精
神
を
以
て
社

会
の
た
め
に
尽
く
す
べ
く
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
御
理
解
、
御

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
団

生
田
分
団

分
団
長

中
山
　
浩

生
田
分
団
は
、
東
生
田
班
、
中
央
生

田
班
、
大
作
班
そ
し
て
長
沢
班
の
四
班

構
成
で
、
団
員
が
分
団
長
以
下
、
五
十

七
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

近
年
生
田
地
区
は
火
災
が
少
な
く
、

偏
に
町
会

・
自
治
会
関
係
者
の
方
々
を

始
め
、
地
域
住
民
の
皆
様

一
人

一
人
の

防
火

・
防
災
意
識
の
賜
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
状
況
に
甘
え
る
こ
と
な
く

各
班
で
は
班
長
の
指
揮
の
下
、
地
域
で

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
備
え
、
迅
速

に
行
動
が
出
来
る
よ
う
に
訓
練
を
積
ん

で
い
ま
す
。

多
摩
消
防
団
は
、
皆
様
の
お
陰
で
団

員
の
欠
員
が
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
全
国

的
に
は
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
生
田
地
区
で
も
新
入
団
員
募

集
に
は
、
各
班
苦
労
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
広
報
誌
を
通
し
て
消
防

団
活
動
に
ご
理
解
を
頂
く
と
共
に
、
団

員
経
験
者
の
増
加
に
繋
が
る
よ
う
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
分
団
員
全
員
が
、
役
立

つ
消
防
団

員
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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図織組団防消摩多

稲 田 分 団

分 団 長 三 平  等
冨1分団長 濱 田基 男
副分団長 井 口 保
分団部長 吉 澤 偉 臣

分団部長 鈴 木 昌 己

分団部長 木 幡 義 幸

分団部長 樋 山  満
分団部長 手 塚 貴 久

団  長 松 澤 忠 志
副 団 長 竹 間 清 房

副 団 長 田 中 隆 浩
庶務部長 松 澤 喜 義
警護部長 井 田哲 芳
消防部長 伊 藤 和 良
広報部長 増 田朝 光

宿 河 原・堰 班

分 団 長

副分団長

副分団長

分田部長

分田部長

分団部長

分団部長

浩

夫

範

久

勇

治

章

教

喜

　

　

孝

嘉

山

木

　

日
本

澤

藤

中

並

関

井

松

松

斎

生 田 分 団

中 央 生 田 班

多
摩
地
区
消
防
出
初
式
受
賞
者

（
敬
称
略
）

多
摩
消
防
団

広
報
部
員
の
紹
介

編
集
後
記

多
摩
消
防
団
だ
よ
り
創
刊
号

を
無
事
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
寄
稿
、
ご
協

力
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
摩
消
防
団
だ

よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
団
広
報
部

一
同 卸 黛握野舒「 年田分嘔膵部長 本国広報部長

石り|1秀明  松本 勇  増田朝光

稲田分団部長 稲田分団部長

手塚貴久  樋山 満

市

長

表

彰

永
年
勤
続
功
労
消
防
団
員

稲
田
分
団
副
分
団
長

稲
田
分
団
副
分
団
長

退
職
消
防
団
員
功
労
者

元
多
摩
消
防
団
長

元
生
田
分
団
副
分
団
長

生
田
分
団

東

生

田
班

団
員

　

小

金

　

一旦

中
央
生
田
班

団
員
　
　
中

山

昭

一
一

大
　
作
　
班

団
員
　
　
源

　

洋

一

長
　
沢
　
班

団
員
　
　
山
田
浩
治
郎

退
職
消
防
団
員

元
消
防
団
長
　
　
　
　
井

上

昭

一

元
稲
田
分
団

班

長

井

田
聡

志
　
川

原

泰

左

久
保
田
博
之

団

員

上

原

誓

児
　
田
村

良

和

関

谷

健

一
　

関

谷

卓

弘

廣

田
光

治
　
雨

官

和

夫

石
村

靖

彦
　
士
口
田
　

実

齋

藤

基

裕
　
井

出

正

文

元
生
田
分
団

副
分
団
長
　
　
　
　
　
松

澤

　

稔

班

長

　

　

　

　

　

北

見

哲

男

団

員

井

田

秀

雄
　
一局
橋

利

雄

柳

沼

正

勝
　
石

垣

浩

司

平

野

正

人

多

摩

防

火

協

会

長

表

彰

消
防
功
労
部
隊

稲
田
分
団
　
　
　
　
　
中

野

島

班

生
田
分
団
　
　
　
　
　
東

生

田

班

濱

田

基

男

井

口
　

保

井

上

昭

一

松

澤

　

稔

県

知

事

表

彰

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

稲
田
分
団
分
団
長

　
　
一二
平

　

等

多

摩

消

防

団

長

表

彰

勤
務
成
績
優
秀
消
防
団
員

稲
田
分
団
部
長

生
田
分
団
部
長

勤
務
成
績
優
良
消
防
団
員

稲
田
分
団

菅
　
　
　
班

団
員

中

野

島
班

団
員

登
　
一戸
　
班

班
長

宿
河
原
。
堰
班

団
員

長
　
尾
　
班

団
員

樋

山

　

満

井

田
　

久

白

井

正

壽

安

藤

　

聡

漢

谷

　

武

吉

澤

光

宏

小
倉

√
浩

中

野
昌

彦

-4-


